
２０２６レース結果報告書
全日本選手権併催・ＭＦＪカップ 第２戦 九州オートポリス大会

株式会社ドッグファイトレーシング

DOGFIGHTRACING Road Race Result
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Race

初走行となるオートポリスサーキットに事前テストなしで乗り込んできた小川大樹選手。厳しい戦いが予想されましたが

木曜日と金曜日の２日間で仕上げてゆく予定でしたが、木曜日の走行は無情な霧による視界不良で走行が叶わず.翌日の金曜
日の走行も晴れたんですが朝一番の8時からの走行ではまだ路面が乾かずレインタイヤでの走行となりました。少しづつペー
スを上げてコースの習熟に励みます。そして午後の2本目の走行は完全ドライ。ようやく全開走行です。集団と一緒にコース
インした小川大樹は2周目に2分13秒9、3周目に13秒4と順調にタイムを刻み、これなら10秒位まで行けるかも！と思いまし
たが・・・ヘアピンコーナーの進入でミスをして集団から離れてしまうと徐々にタイムダウン。完全にコース上で迷子にな
ってしまいました。それでも終盤に徐々にペースを取り戻して最終ラップに13秒0までタイムを上げて走行終了。

公式練習では走行時間が少なかったこともあり目標タイムから大きく遅れた小川大樹でしたが土曜日の公式予選では単独走
行で前日のタイムから一気に約2秒以上もタイムを縮めて2分10秒5を記録します。それでも上位との差は大きく順位も13番手
となってしまいました。

決勝レースは今回もまずまずのスタートを切り、トップ集団の後方に付けてオープニングラップは10番手で通過。しかし徐
々に遅れ出し第2集団にのみこまれてしまいます。4台の10番手争いの集団となり、抜きつ抜かれつの攻防を展開する中で自
己ベストを更新しますが、集団を抜け出すことができず12位でチェッカーを潜りました。

結果としてのオートポリス武者修行の挑戦は惨敗でした。良くも悪くも想定通りの結果になってしまいました。ですが決勝
で2分9秒6と自己ベストは更新。課題の炙り出しもはっきりしたので収穫の多いレースウイークでした。

応援やお手伝い、そしてご指導頂きましたい関係の皆様ありがとうございました。

さあ次戦の筑波に向けて特訓です。

全日本選手権併催・ＭＦＪカップ第２戦レース結果

開  催 日  ：   2026年5月30日
レース結果 ：   JP-SPORT  ＃31 小川大樹 予選 13位   決勝12位 (ナショナルクラス８位）

WEBﾘｻﾞﾙﾄ ： https://www.jrr.jp/results/?season=2026&race=autopolice2026&class=j-sp_n&session=2026-05-30
YouTube動画（JPSPORT）； https://www.youtube.com/watch?v=70EZmVeXWBQ&t=2972s （20分からスタート）
動画再生回数：6.3万回



Race

ライダーコメント

小川大樹コメント
初体験のオートポリスサーキットはアップダウンが菅生以上に大きく、また切り返しの多いコースだったので難しかった
です。自分の技術もほんと無いなと痛感させられました。

予選では単独走行でのタイムアタックをしてしまい目標の10秒はでましたが総合結果で13番手と不甲斐ない順位で終える
事になってしまいました。次からはスリップを上手く使ってタイムを出したいと思いました。

決勝はスタートしてから10番手についていましたが1コーナーではらんでしまい、9番手のライダーと距離が離れてしまい
ました。そこからペースがなかなか上がらず後ろの人達にバンバン抜かされて13番手に落ち沼にはまってしまいました、
反省です。最終的には決勝はスタート順位から一つポジションを上げ12位チェッカーでしが、10位が目の前に見えたので
悔しいですし、今回のレースでミスが多かったので、ミスを減らしたいと思いました。

応援ありがとうございました。



Sponsor & Partner

２０２６シーズン 初心に戻って頑張ります！

竹中興運
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